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１ 重点目標の評価 

【重点目標１について】 

・「子どもたちに考えさせることを大切にしている」ことについて、子どもたちが何で？どうして？

と、もっと調べてみたいと思うことが重要であり、問いがあれば学ぼうとする。大人は答えが頭

の中に決まっていて、問いを立てられない人が多いので、「考えさせる力」を引き続き伸ばして

いってほしい。 

・ICT 機器を活用した学びについて、学校公開では、必ずタブレット端末を活用した授業を見

せる等、学校の取組をきちんと伝える工夫をした結果、タブレット端末の活用の改善が図ら

れたことがアンケートの数字からよく分かる。それでもアンケートの結果を見ると保護者か

らは、まだまだ物足りないようである。引き続き、アナログの良さも生かしつつ今後も保護者

の意見を取り入れながら上手に活用していってほしい。 

【重点目標２について】 

・教育目標に「思いやりのある子」とあって、とてもいい目標だがどう育てているのかを保護者や

地域にも分かりやすく、取り組んでいく必要がある。ICT機器を使ってばかりの学習では、思いや

り等の感情は表せない。読書などの活動を充実させ、育てていってほしい。 

・「児童は明るく生き生きと学校生活を送っている」の項目の評価が高い。学校全体が落ち着いてい

ることで、学力向上や生活規範が身に付き、児童にとって充実した毎日に繋がっているのだと思

う。 

【重点目標３について】 

・「学校は児童の健康・体力向上に努めている」の項目で保護者に比べて教員の達成率が低い。取

組について課題があるのではないか。 学校としては、今年、教員の異動がたくさんあった中で、

各々がやってきた学校に比べて取組が足りないという意味と捉えている。ただ、体力向上ばかり

に力を入れすぎても他が疎かになるなど、大切なのは学校全体の学びのバランスだと考える。異

動して１年目は、色々なことが見える。本校の取組が分からない分だけ、「これでいいの？」と

思える。新鮮な目で、改善点を改善し、よりよい学校にしていく。 

・体力テストの結果が課題であるが、以前より、公園等の遊具が減っていているのも要因の一つで

はないか。昔は、手を使って遊ぶ遊具がたくさんあった。小学校の努力だけでは限界がある。 

 

２ 今後の改善に向けた意見 

・学校と保護者の意識で乖離が見られるアンケート項目は、来年度の重点課題としていく。 

 

３ その他の意見 

・78 周年、150 周年記念関係の行事が一通り終わって、園児、児童にとって、とても思い出に残る

１年間だったのではないか。周年を通じて、学校と保護者が連携をとって進めることができた。 

・今年度１年間、地域の方とも接する機会がとても多く、これからの幼稚園と小学校、ＰＴＡがこ

れから先に繋がる状況を作ることができた。 



  


